冠詞を教えるために by 小石 悟
1初めに
　日本語には冠詞がない。また名詞は形の上で単数・複数の概念の相違を表す

















頭に置いておかなければならない。Krashen（Principles and practice in Se-






















ること（la fille de Pierre）」「話題になっていること（Le garçon est étudiant.）」
「一つしかないもの（le soleil、la lune）」を表すと説明されている。不定冠詞
の場合は、「あるカテゴリーの中の不特定のもの（Cʼest un médecin.）」「一人、






































い教授法とされている approche communicative も、コミュニケーションを重
視しているので、「通じればいい」と解釈された結果、正しい文を作り出すと
いう観点からいうと弊害がないわけではない。しかし、自分で文を作らせると、













　　（ 1 ）　Pierre veut se marier avec une Japonaise.













　　（ 2 ）　1．En général, les Français boivent ....... vin aux repas.
　　　　　2．Jʼaime beaucoup ...... vin.
　　　　　3．Elle a acheté ....... sandales blanches pour lʼété.


















　　（ 3 ）　Mets （ les ） assiettes dans （ le ） lave-vaisselle.
　assiettes はテーブルの上の全ての assiettes を指し、lave-vaisselle は一台し
かないから定冠詞となる。同様に、次の 2つの文で、
　　（ 4 ）　 Lʼannée dernière, jʼai visité Strasbourg et jʼai beaucoup aimé la cathé-
drale.
　　（ 5 ）*Lʼannée dernière, jʼai visité Strasbourg et jʼai beaucoup aimé lʼéglise.
cathédrale は司教座のある教区に一つしか無いので （ 4 ） は言えるが、教会は
複数あるので （ 5 ） は非文となる。











　　（ 6 ）　1．Jʼaime beaucoup （ ...... petit pois ）
　　　　　2．Jʼaime （ ...... riz ）
　　　　　3．Dans cette région, on trouve （ ....... charbon ） et （ ...... fer ）









の」でも、Jʼaime le melon / lʼananas / le pastèque. と単数になる場合もある。
訂正する場合、すぐに正解を与えず、Jʼaime le chien. と答えた学生には「美味
しかった？」「どこで食べたの？」のような質問をすれば、多くの場合、学生






　Être の後に続く attribut の冠詞は冠詞無し、不定冠詞、定冠詞の 3つの可能
性がある。
　　（ 7 ）．a．M. Faure est médecin.
　　　　 b．M. Faure est un médecin compétent.
　　　　 c．M. Faure est le médecin de lʼéquipe.
　（ 7 ）．a．のように冠詞無しの場合は「性質を付与する（attribution dʼune qua-
lité）」であり、基本的には M. Faure est gentil. と同じく形容詞と考える。職業、
国籍の場合、名詞と考えて Il est Français. のように大文字で書く人もいるが、
　　（ 8 ）　Il est très français. 
　　（ 9 ）　Elle est très musicienne.
と副詞 très で修飾することもできるわけだから、形容詞と考えるべきである。
un médecin compétent のように不定冠詞を用いた場合は médecin compétent
というカテゴリーに属する一員であることを表す（appartenance）。定冠詞の
場合は、M. Faure という名前が指す人 （A） と、le médecin de lʼéquipe が指す
人 （B） が同一人物である、すなわち A＝B の関係になるときに定冠詞を使うと
説明するのが初心者には一番簡単な説明だと思うが、厳密に言うとこの説明は
間違っている。例えば、
　　（10）　Tokyo est la capitale du Japon.
　　（11）　Kyoto a été la capitale du Japon pendant plus de mille ans..
という 2 つの文で、la capitale du Japon は、もし何かを指しているとしたら、




　　（12）　Le cheval est la plus belle conquête de lʼhomme.
の場合も同じで、la plus belle conquête de lʼhomme は馬を指しているわけでは
なく、「人類の最も美しい征服物」という意味を持つだけである。（10） では
Tokyo は la capitale du Japon という唯一物によって同定（identification）され
ており、（12） では le cheval は la plus belle conquête de lʼhomme という最上級
形、よって唯一物に同定されている。しかし、この説明は言語学的・哲学的説
明としては妥当かもしれないが、初心者に attribut の前の定冠詞を説明するに
は A＝B のほうが分かりやすいのではないかと思う。そうすれば、B＝A もあ
りうるわけだから、identification の場合に限って主語と attribut を逆にした次
のような文が可能なことも分かる。
　　（13）　Le médecin de lʼéquipe, cʼest M.Faure.
　　（14）　La capitale du Japon, cʼest Tokyo.
　　« Être + attribut » が否定文になったとき注意すべき点がいくつかある。




とを教え忘れるのでないだろうか？　Je nʼai pas dʼiPad. の場合は iPad そのも
のがないので de になり、Ce nʼest pas un iPad. の場合は、ものは存在しており
（したがって un）、ただ名称が違うだけと説明すれば多少は記憶には残るであ
ろう。
　もう一つの間違いは、Elle nʼa pas de mère compréhensive. のタイプである。
これは他動詞 avoir の目的語に「否定文では不定冠詞・部分冠詞は de に変え
る。」という規則を忠実に適応した結果生じる間違いなので、Ce nʼest pas… よ
り厄介である。Elle nʼa pas de mère. と対比させながら、否定の範囲が mère で
はなく compréhensive の方にかかっていること、すなわち、Elle a une mère 
mais celle-ci nʼest pas compréhensive. であることを理解させると、Elle nʼa pas 
une mère compréhensive. のように、なぜ de ではなく une になるのか分かっ
てくる。次の文は、否定の範囲（portée de la négation）が直接目的語ではな
くその他の部分に及ぶために否定文であっても de ならない例である。
　　（15）　Il nʼ a pas une épouse bien fidèle.
　　（16）　On nʼaime pas une femme si on nʼest pas responsable !
　　（17）　Je ne mange pas de la viande par plaisir. 
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　　（19）．a．Il vit dans la solitude.
　　　　 b．Il vit dans une solitude agréable.
　　（20）．a．Elle mʼa reçu avec amabilité.
　　　　 b．Elle mʼa reçu avec une amabilité charmante.
　　（21）．a．Il a de lʼambition.
　　　　 b．Il a une ambition démesurée.
　各々2 つの文を対比させながら、品質形容詞が付くことで他の形容詞、例え
ば ambition excessive / dévorante / politique... 等の種々の ambition が想定され、
その中から一つ選ぶので une になると説明すると、規則的なので他の文にも
容易に適用できる。抽象名詞よりも「唯一のものは定冠詞」と教えられてきた 
le soleil や la lune、「数えられないものの具体的な量は部分冠詞」と教えられ
てきた du vent などのほうが理解しにくいようである。いろいろな種類の孤独
を考えるよりも、「唯一のもの」である太陽が複数あることを想像するほうが
より難しいのかもしれない。この場合も、beau という形容詞が付いたために、
soleil を修飾できるその他の形容詞、たとえば un soleil ardent / radieux / pâle 
/... といろいろな性質の太陽が想定され、その中から選択になると説明できる
であろう。
　　（22）．a．Le soleil éclaire la campagne.
　　　　 b．Un beau soleil éclaire la campapgne.
　　（23）．a．Il fait du vent.
　　　　 b．Il fait un vent violent.
travail の場合は、形容詞がつかないと不可算名詞なので、部分冠詞になる。
　　（24）　Il a encore du travail à faire.
品質形容詞で修飾されると un travail intéressant / bien payé / ennuyeux と不定
冠詞になる。ここまでは vent、argent など他の名詞と同じだが、分野を表す
形容詞や〈de＋名詞〉がつくと
　　（25）．a．des travaux publics / ménagers / agricoles 




　　（26）．a．lʼair marin （＝ de la mer）
　　　　 b．le brouillard matinal （＝ du matin）
　　　　 c．lʼannée scolaire （＝ de lʼécole）,
　　　　 d．le secret bancaire （＝ de la banque）
のように、不定冠詞 un にはならない。ただし、année、secret のような可算






　　（27）．a．Le castor construit des barrages.
　　　　 b．Les castors construisent des barrages.








　　（28）．a．Le kangourou vit en Australie.
　　　　 b．Les kangourous vivent en Autralie
　　　　 c．*Un kangourou vit en Australie.
　　（29）．a．* Le garçon ne pleure pas.
　　　　 b．Les garçons ne pleurent pas.
　　　　 c．Un garçon ne pleure pas.
Le の場合は「種」を問題にしているので、述語は「種」を定義するのに適切
な内容でなければならない。vivre en Australie ということはカンガルーを種と










　　（30）．a．Un hérisson se promène le soir.
　　　　 b．Un hérisson se promène le soir dan le jardin.










　　（31）　Une femme obéit à son mari.（「妻なら夫に従え。（さもないと ...）」）
　　（32）　Un chrétien est charitable. （「キリスト教徒なら慈悲深くありなさい。」）
　実際にことを行った人が一人、あるいは数人であっても、それがそのカテゴ
リーを代表するに値する顕著なことであった場合も les になる。
　　（33）　Les Américains sont allés dans la lune en 1969.
　　（34）　Les Chinois ont découvert la porcelaine.
（35）、（36）のように、カテゴリーを表す le、帰納的一般化の les のどちらで
もよい場合もあるが、「絶滅に瀕している。」のような「種」が問題に場合は、
当然ながら、le しか使えない（37）。
　　（35）．a．Une fois de plus, cʼest le contribuable qui paie.
　　　　 b．Une fois de plus, ce sont les contribuables qui paient.
　　（36）．a．Dans lʼEgypte ancienne, le chat est entouré dʼun grand respect.
　　　　 b．Dans lʼEgypte ancienne, les chats sont entourés dʼun grand respect.
　　（37）．a．Le lynx est en voie de disparition.







　　（38）．a．Lʼodeur des chats éloigne les souris.
　　　　 b．Lʼodeur dʼun chat éloigne les souris.
　　（39）．a．Les souris nʼaiment pas lʼodeur des chats.
　　　　 b．*Les souris nʼaiment pas lʼodeur dʼun chat.
　　（40）．a．Le rôle dʼun médecin est de guérir les malades.












　　（42）　la participation des étudiants.
　　（43）　le cours de français.
Lʼenseignement du français.のもとはenseigner le françaisなので leが残る。（42）
は Les étudiants participent à... から来ており、主語の les が残る。しかし同じ
直接目的語でも、
　　（44）　Il est allé chercher des champignons dans la forêt.
の下線部を名詞で言い換えると、
　　（45）　Il est allé à la recherche de champignons dans la forêt.






　一方、le cours de français のような場合は、cours の下位区分を表す。すな
わち、cours には cours de français / dʼanglais / dʼhistoire / de philosophie といろ
いろあり、その一つを指す場合は無冠詞となる。名詞2 によって下位区分を表
す名詞は、たとえば
　　（46）　le système dʼalarme / de classification / de fermeture automatique 
　　　　　le（s） moyen（s） de communication / de transport / de contrôle
　　　　　un dispositif dʼarrêt automatique / de sécurité
など非常に多数にわたる。名詞1 が hyperonyme（上位概念語）、名詞2 が hypo-
nyme（下位概念語）の場合も名詞2 の前は冠詞無しである。
　　（47）　un sentiment de doute / dʼinfériorité / de culpabilité
　　　　　une impression de tristesse / de malaise / de déjà vu
　　　　　une sensation de soif / de vertige / de légèreté
　　　　　une atmosphère de haine / de fête / de suspicion
次のように、名詞句だけの問題を用いて、どれが動詞から来た名詞か、どれが
下位区分を要求する名詞かを気づかせるのも一案である
　　（48）　le maintien de （ ...... ）discipline
　　　　　les stratégies de （ ...... ） apprentissage
　　　　　Les critères de （ ...... ） évaluation
　　　　　Lʼactivité normale de （ ...... ） cerveau




てきたときには « créer / fabriquer＋un（des） 名詞 » であるが、名詞化された
création、fabrication について見てみると、定冠詞の使用も見られる。
　　（49）．a． De 1933 à 1940, la priorité a été donnée à la création des camps 
de concentration pour briser lʼopposition communiste et non 
communiste.
　　　　 b． La nécessité de susciter en Europe la création de grandes uni-
tés de production comparables à celles qui existent aux Etats-
Unis, est souvent reconnue.
　　（50）．a． La fabrication des armements pour la marine de guerre a, bien 
entendu, suivi pas à pas cette formidable accélération de la ca-
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dence des constructions navales.
　　　　 b． Mais ce ne fut que lʼannée 1944 qui vit la fabrication d’armements 
atteindre le rendement souhaité.
　« fabriquer des bombes » を名詞化したときにどうなるかを、文・時制を変
えて、19 人のフランス人に対してアンケートを行ったところ、次のような結
果が得られた（回答者は全員日本在住のフランス人教師である）。
　　（51）1．La fabrication {des, de} bombes est plus facile quʼon ne pense. 
　　　　　　　des/de どちらでも良い （7）  des （4）  de （8）
　　　　 2． La fabrication {des, de] bombes au plastic est plus facile quʼon ne 
pense.
　　　　　　　des/de どちらでも良い （7）  des （5）  de （7）
　　　　 3． La fabrication {des, de} bombes au plastic a été plus facile que je ne 
pensais
　　　　　　　des/de どちらでも良い （5）  des（13）  de（1）
　　　　 4． En 1945, la fabrication {des de} bombes a été abandonnée dans ce 
pays.
　　　　　　　des/de どちらでも良い （4）  des （8）  de （7）
　　　　 5． Ce pays sʼest lancé dans la fabrication {des , de} bombes à partir de 
1950.
　　　　　　　des/de どちらでも良い （3）  des （1）  de （15）
　　　　 6． Ce pays sʼest lancé dans la fabrication {des, de} bombes atomiques 
à partir de 1950.
　　　　　　　des/de どちらでも良い （9）  des （4）  de （6）
結果としてこのアンケートから何らかの結論を導き出すのは不可能であること
が分かった。しかし、このような現象が起こる動詞を調べてみるとある特徴の
あることが分かる。それは « verbe existentiel » と呼ばれている動詞で fabri-
quer、créer の他に、produire、construire、publier、rédiger、confectionenr な
どがこのグループに入る。« verbe existentiel » の特徴は「ものを生み出す・作
りだす」ということである。一方、transporter、détruire、observer は « verbe 
pré-existentiel » と呼ばれ、その他に atténuer、augmenter、diminuer、distri-





ていなければならない。la distribution des aliments を例にとると、次のような
過程を経て名詞化される。
　　　〈distribuer   aliment 〉
　→　〈distribuer les aliments〉
　→　〈distribution DE les aliments〉
　→　 la distribution des aliments
« verbe pré-existentiel » に属する動詞の場合は « verbe existentiel » と比べると
バリアントは非常に少ない4）。
　　（52）　 Par exemple, comment, par qui, à quelles conditions se fait la distri-
bution des terres ?
　　（53）　 LʼAllemagne a le droit dʼappliquer directement la force féconde de 



















　　　 1．Cʼest de la folie, ce que vous faites !
　　　 2．Cʼest du bon travail.
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　　　 3．Enfin, tout cela est de la connerie
　　　 4．Tout ça est de l’histoire ancienne.
　　　 5．Je crains que ce ne soit du temps perdu.
　　　 6． Nʼoubliez pas que si un mari chipe quelque chose à sa femme, ce nʼest 
pas du vol.
　　avoir
　　　 1．Il a de l’avenir.
　　　 2．Elle a de la voix.
　　　 3． Le principal, cʼest quʼelle ait du caractère, des ressources et du bon 
sens.
　　　 4．Et plus jʼy pensais, plus je trouvais que lʼidée avait du bon.
　　　 5．Jʼai du mal à me lever à six heures.
　　　 6．Il a du plaisir à chercher des timbres rares.
　　　 7．On a de la visite !
　例えば、〈Jʼai du mal à ......〉を覚えれば、〈Jʼai de la peine à ......〉、〈Jʼai de 





　　　　 b．Donne-moi de tes spaghetti.
　フランス人に「この de の品詞は何？」と質問すると、約半数は「部分冠詞」、
残り半数は「前置詞」と答える。前者は、「全体の一部」という「意味」から「部









　　（57）　Tu as acheté des cartes postales ?
　　　　　－Oui, jʼen ai acheté  φ.
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　　　　　－Oui, jʼen ai acheté cinq.
　　－Oui, jʼen ai acheté plusieurs.
　　－Oui, Jʼen ai acheté une dizaine.
Jʼen ai acheté. と答えた場合は「不特定の量」を買ったことを意味するわけだ





　　（58）　Tu as acheté des cartes postales ?  




である。en は des cartes postales を表し、直接目的語だから一致させるべきだ
と考えるのであろう。しかし（58）の acheté の後のパラディグムを見れば分
かるように、直接目的語は cinq、plusieurs、une dizaine である。とすると、jʼen 








　　（60）　Jʼai acheté des disques.
の des disques は、一般的なものを表す可算名詞〈 les disques（定冠詞＋名詞）〉
の不特定の量〈 φ de（ゼロ要素＋前置詞）〉となり、〈 φ de les disques 〉が、
contraction の結果、〈 des disques 〉となる。現在は un の複数は des となって






　　（61）　du  ← φ　de le N
　　　　　de la  ← φ　de la N
　　　　　des  ← φ　de les N
　　　　　de mon ← φ　de mon N
　　　　　de ce  ← φ　de ce N
　これによって Où est-ce quʼon peut acheter de ces baskets ? の de ces も説明




るいは「un の複数は des」と教えた方が簡単であろう。Donne-moi de tes spa-







　　（62）　Il a de petits yeux.
　　（63）　Il a un petit nez.
　　（64）　Il a de grandes oreilles.
　一時的なことを表す場合は定冠詞で、形容詞は名詞の後に置く。この形容詞
は目的語の属詞である。
　　（65）　Marie a les yeux rouges parce quʼelle a beaucoup pleuré.
　　（66）　Le lapin a des yeux rouges.
Marie の方は泣いたから今一時的に目が赤いが、うさぎの方は恒常的に赤い。
des yeux rouges の rouges は目的語の属詞ではなく、付加形容詞である。次も
一時的な状態を表す例文である。
　　（67）　Il a les yeux humides, le regard flou.
　　（68）　Tu as les mains sales, va te les laver avant le dîner.
　　（69）　Il avait les pieds qui ne touchaient pas le sol.





　　（70）　Comment avoir des cheveux crépus ?
　　　　　－Ah bon ? Maintenant cʼest la mode dʼavoir les cheveux crépus ?
　　（71）．a．Elle a des yeux bruns.
　　　　 b．Elle a les yeux bruns.
　　（72）　 Jʼaimerais préciser que les métis peuvent être blonds et avoir les 
yeux bleus, ou avoir le teint foncé et les cheveux noirs.
（72）で明らかなように、avoir les cheveux noirs は être blonds（すなわち avoir 
les cheveux blonds）と同じく、一つのタイプ・特徴を表す。avoir les yeux 
bleus も同様である。
　タイプ・特徴ではなく、その人物の描写の場合は不定冠詞になる。
　　（73）　 Il avait des yeux très bleus au fond desquels brillait une lueur es-
piègle.
　　（74）　 Grand et maigre, il avait le menton en galoche, des yeux gris et doux 
derrière des lunettes à monture dʼécaille, et des cheveux couleur 
paille qui tombaient en mèches molles sur son front haut.
小説では、単にタイプを述べることは稀で、人物を描写することが多いので
必然的に不定冠詞の使用が多くなる。
9． 〈名詞1＋de＋名詞2〉の構文で、名詞1 が Visée や modalité
を含む場合
　「将来到達すべき目標を設定し、それに到達するまでの行程を想定すること」
を visée という。例えば projet de loi の場合、loi が成立するかどうかは将来の
ある時点にならないと分からず、それに到達するまでの行程を考慮しなければ
ならない。名詞1 が visée を含む名詞の場合、名詞2 は無冠詞となる。次に
visée を含む名詞とその実例のいくつかを示す。
　　（75）　projet de voyage / de pont / de roman / de financement / de thèse
　　　　　plan de vol / de travail / de désendettement / dʼurbanisme
　　　　　programme de recherche / de formation / dʼaction régionale
　　　　　procédure de divorce / de licenciement / dʼinscription
　　　　　entreprise de séduction / dʼanéantissement （ de la culture tibétaine ）






　　（76）　menace de guerre / dʼépidémie / de grève
　　　　　risque dʼinflation / de maladie / dʼincendie7）
　　　　　danger de mort / de hausse des prix / de contamination
　　　　　chances de réussite / de succès / de réélection
　　　　　possibilité dʼaccès / dʼannultion / dʼapplication




　　（77）　calculer ses chances de réussite
　　　　　proférer des menaces de mort
　　　　　 une complexe industriel aux possibilités illimités de développe-
ment






　　（78）．a．Il faut demander un avis de spécialiste.
　　　　 b．Il faut demander lʼavis dʼun spécialiste.
















　　　　→une faible inflation est possible.
　　　　→une faible inflation est une possibilité.




　　（80）　demande dʼemploi / de crédits / dʼinformation
　　　　　proposition de paix / de loi / de réforme
　　　　　tentative dʼévasion / dʼexplication / de suicide
　　　　　essai de conciliation / dʼexplication / dʼanalyse
　　　　　obligation dʼachat / de discrétion / de service public
　　　　　volonté de puissance / dʼindépendance / de domination
　　　　　désir de liberté / de vengeance / dʼévasion8）
　　　　　effort dʼimagination / de modernisation / de développement
　　　　　souci de perfection / de transparence / de simplicité
10．〈名詞1＋à＋名詞2〉と〈名詞1＋à＋le＋名詞2〉
　une brosse à dents のように、名詞2 の前に冠詞がない場合は、名詞2 によっ
て名詞1 をサブ・カテゴライズ（下位区分化）する。brosse の場合は、brosse 
à dents、brosse à cheveux、brosse à chaussures、brosse à habits、brosse à 
ongles と〈à＋名詞2〉で下位区分される。名詞1 と名詞2 の関係は brosse の場
合は「用途」で統一されるが、これは稀な場合で、実際はもっと複雑である。
名詞1 と名詞2 の関係を、その都度、次のように文として説明することもできる。
　　（81）　un pull à col roulé : un pull qui a un col roulé
　　　　　une tasse à thé : une tasse pour servir le thé
　　　　　un homme à femmes : un homme qui aime séduire les femmes
　　　　　un bateau à voiles : un bateau qui marche avec des voiles















　　（82）．a．une femme à forte personnalité
　　　　 b．*une femme à personnalité très marqué
　　（83）．a．un couple à grande différence d’âge
　　　　 b．*une femme à caractère énigmatique
　〈名詞1＋à＋le＋名詞2〉は「名詞2 によって名詞1 を修飾する」。例えば、「い
つも白い犬を散歩させている女性がいる。」という状況を想像してみよう。こ
れを文で表せば、Une dame a （promène） un chien blanc. となる。犬を話題に
して言うと、le chien blanc de la dame となる。一方、女性を話題にするときに、
名前を知らないので、「ほら、あの白い犬をつれている女の人」と言おうとす
ると、la dame au chien blanc となる。この構文による描写は決まった表現と
して定着している必要がなく、極めて自由である。次に幾つかの例を示す。
　　（84）　lʼhomme à lʼimperméable / au regard clair / à la voix rauque
　　　　　une jeune fille aux cheveux de lin
　　　　　un vieux monsieur à lʼallure sportive et élégante
　　　　　un ouvrage à la trompeuse transparence
　　　　　son visage aux lèvres exsangues
　　　　　cette femme aux continuelles crèmes nocturnes










　　　la plus belle région de France
　ｂ．出発点
　　　Il vient de France.
　　　Je vous verrai à mon retour dʼItalie.
　ｃ．所属・区別
　　　lʼambassade de France
　　　les diplomates de France
　　　les vins de Bourgogne
　　　la carte de France
　　　les régions de France.
　　　les pays dʼAsie du Sud-Est
　ｄ．称号・職名・団体名





　　　la production de blé de la France
　　　la libération de la France
　ｆ．名詞1 に対して所有者の関係にあたる場合
　　　lʼéconomie de la Chine
　　　la population de la Corse
　　　les terrioires de la France
les régions de France は「所属」なので無冠詞だが、les territoires は「所有」
の概念が入ってくるので、de la France となる。
　ｇ．名詞1 が唯一物のとき
　　　la capitale de la France
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　　　lʼaltitude moyenne de la France 
　ｈ．国名・地方名に形容詞が付くとき










shen の 分 類 に よ る Formal linguistsʼ knowledge あ る い は Applied linguistsʼ 
know- ledge を学習者の理解できるようなメタ言語に直して、Rules of English
（この場合は Rules of French であるが）との橋渡しをすることである。さらに、







 2） 目的語に含まれた un が一般的なことをあらわす次のような例もある。
　　　　（1）On reconnaît un lyxe à sa queue.
　　　　（2）On distingue une baleine dʼun cachalot à la dentition.
 3） 文を産出するときに、理屈から言って前置詞 de の後に des、du、de la が来ると思っ
ても、フランス語の規則から des、du、de la は無くなり、de φとなる（図式化する







　　　　（1）　Il cherche de secrétaires compétentes.
 であっても






　　　　（3）Le sommet du mont Fuji est couvert de neige.
　　　　　　〈couvert de de la neige　→　couvert de neige〉
　　　　（4）Le chemin est couvert de feuilles mortes.
　　　　　　〈couvert de des feuilles mortes → couvert de feuilles mortes〉




　　　　（5）Lʼéglise est entourée de vieilles maisons.
 という文を作りたいとき、後者の説明をしていた場合は〈être entouré de〉もまた無
冠詞となる、と語彙毎に学び直さなければならない。それよりも、前者の説明を思い
出させて、




　　　　（6）．a．Remplis la baignoire avec de l’eau chaude.
　　　　　　b．Remplis la baignoire d’eau chaude.
　　　　（7）．a．Il faut nourrir les pandas avec des pousses de bambous.
　　　　　　b．Il faut nourrir les pandas de pousses de bambous.
 （6）．a.、（7）．a. の冠詞が分かったら、次に、（6）．b.、（7）．b. は、それぞれ
 　　〈de de lʼeau chaude　→　dʼeau chaude〉
　　　　〈de des pousses de bambous　→　de pousses de bambous〉
 となることを理解するのは難しくない。
 4） 同一の語であっても、いつかの意味がある場合、その意味によって冠詞の使い方が変
わる場合もある。performance を例にとると、〈la （une） baisse de la performance〉と
〈la （une） baisse de performance〉の両方がみられる。
 　　（1）［...］ de façon négative la ratio force / poids de lʼathèle peut conduire
 　　　　à une stagnation ou à une baisse de la performance. 
 　　（2）une baisse de performance de lʼévaporateur.
 辞書（Antidote）を見てみると、performance には意味が 2つあることが分かる。
 　　ⅰ． Résultat obtenu dans une épreuve, dans une compétition, dans un  match ; 
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chiffre qui traduit ce résultat.
 　　ⅱ．Résultat optimal que peut donner une machine 
 performance と baisse との関係は、どの場合でも＜主語＋動詞＞の関係であるが、ⅰ．
の意味で用いられ場合は （1） のように定冠詞をとり、ⅱ．の場合は無冠詞となる。さ
らに、ⅱ．の場合は、Antidote では une machine としているが、（4）．c. のように人の
場合もある。このようにいろいろな場合があるので、常に細心の注意を払う必要があ
る。
 　　（3）．a． La littrature scientifique sʼaccorde sur le fait quʼune déshydération égale à 
2% du poids du corps entraîne une baisse de la performance psychique. 
 　　　　b． Face à la baisse de la performance économique régionale globale, les ef-
fets dʼemploi initialement considérables diminuent au fil des ans.
 　　（4）．a．la baisse de performance des pneus sur une chaussée mouillée
 　　　　b．la baisse de performance des piles électriques
 　　　　c． Le but de cette étude est de mieux comprendre les causes du décrochage 
ou de la baisse de performance des étudiants malgré leurs résultats au 
secondaire. 
 5） 現在では les uns （...） les autres でしか用いられない。
 　　（1）Ils se détestent les uns les autres.
 　　（2）Des gens sont arrivés les uns après les autres. 
 6）politique の場合、politique dʼaustérite（緊縮財政、耐乏政策）のように、政策の「内容」
に関する場合は無冠詞だが、politique de lʼemploi、politique de lʼimmigration、poli-
tique des prix のように「分野」を表す場合は定冠詞をとる。
　7） 同じ名詞でも意味が異なると冠詞も違ってくる。次の 2 つのグループを比べてみよ
う。
 　　（1）un risque dʼagression, un risque dʼaccident, un risque dʼépidémie
 　　（2）les risques dʼune aventure, les risques du métier
 （1） のグループは「これから起こるかもしれないこと」を述べているので、visée を
含み、したがって無冠詞になる。一方、（2） のグループは aventure や métier に「含
まれている危険」のことを言っていて、visée は含まれていない。
 まったく同様なことが cause の場合にも見られる。
 　　（3）．a．La manque dʼeau constitue une cause de famine.
　　　　　　b． Les marchands de combustibles estiment que le fait de modifier sans cesse 
la température est une cause majeure de gaspillage.
 　　（4）．a．Les causes de cette maladie sont encore très mal connues.
 　　　　b．Tu sais la cause de son divorce ?
 （3）．a.、b. は「これから起こるかもしれないことの理由」であり、（4）．a.,d. は「既に
起こったこと」の理由である。
 8） Le désir de la gloire croît avec la liberté des sujets et diminue avec elle. （Montesquieu、
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